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ス
ポ
ー
ツ
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集

子
育
て

健

康

し
み
ん
の
掲
示
板

記
号
の
見
方
：
Z
と
き
、
s
と
こ
ろ
、
n
内
容
、
K
講
師
、
T
対
象
、
S
定
員
、
¥
費
用
、
0
無
料
、
z
持
ち
物
、
h
そ
の
他
、
m
申
し
込
み
先
、

t
問
い
合
わ
せ
先
、
E
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
H
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
p一時
保
育
あ
り
（
原
則
有
料
、
詳
細
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）　

※
定
員
・
申
し
込
み
な
ど
の
記
載
が
な
い
場
合
は
申
込
不
要

け
れ
ど
も
う
少
し
便
利
な
使
い
方
を
学
び
た

い
と
い
う
方
々
に
お
勧
め
の
セ
ミ
ナ
ー　

K

ア
ル
フ
ァ
弥
生
代
表
・
三
野
和
代
さ
ん

S
先
着
20
人　

¥
4
千
円
（
会
議
所
会
員
は

2
千
円
）

営
業
研
修
パ
ー
ト
②
「
登
記
簿
謄
本
（
登
記

事
項
証
明
書
）
活
用
術
」

Z
11
月
16
日
㈬
午
後
6
時
〜
7
時
30
分　

s

大
東
商
工
会
議
所　

n
登
記
事
項
証
明
書
を

理
解
す
る
た
め
の
基
礎
知
識
の
習
得
と
、
同

証
明
書
か
ら
読
み
取
れ
る
「
信
用
判
断
」
な

ど
の
情
報
を
ビ
ジ
ネ
ス
に
生
か
す
方
法
に
つ

い
て
の
講
義　

K
司
法
書
士
事
務
所
Ｊ
Ｌ
Ｏ

代
表
・
川
村
常
雄
さ
ん　

S
先
着
25
人　

¥
2
千
円
（
会
議
所
会
員
は
千
円
）

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ミ
ナ
ー

（
基
礎
知
識
編
）

Z
11
月
25
日
㈮
午
後
1
時
〜
4
時　

s
四
條

畷
市
商
工
会
館　

n
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
業
界

の
動
向
、
販
売
戦
略
の
基
本
か
ら
構
築
ま
で

の
ス
テ
ッ
プ
を
学
習　

K
K
E
C
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
学
院
講
師
（
中
小
企
業
診
断
士
）　

S
先
着
20
人　

¥
500
円

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ミ
ナ
ー

（
パ
ソ
コ
ン
活
用
実
践
コ
ー
ス
編
）

Z
11
月
28
日
㈪
〜
30
日
㈬
午
後
1
時
〜
4
時　

s
四
條
畷
市
商
工
会
館　

n
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ

プ
を
開
設
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
方
に
お
勧

め
の
セ
ミ
ナ
ー　

K
K
E
C
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
学
院
講
師
（
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
認
定
ト
レ

ー
ナ
ー
）　

S
先
着
20
人　

¥
3
千
円

m
t
大
東
商
工
会
議
所 

☎
871
・
6
5
1
1　

Hhttp://w
w
w
.daito-cci.or.jp

▼▼▼

Z
11
月
9
日
㈬
、
12
月
7
日
㈬
、
14
日
㈬
い

ず
れ
も
午
後
3
時
〜
5
時　

s
ア
ク
ロ
ス　

T
小
・
中
学
生　

0　

②
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ク
ー
ル

「
ド
キ
ド
キ
ナ
イ
ト
ハ
イ
ク
」

Z
来
年
1
月
14
日
㈯
午
後
3
時
〜
9
時　

s

飯
盛
山
系　

n
暗
く
な
っ
て
く
る
山
に
登
っ

て
、
飯
盛
山
の
頂
上
か
ら
夜
景
を
見
て
み
よ

う　

T
小
・
中
学
生　

¥
1
5
0
0
円　

z

お
に
ぎ
り
、
水
筒
、
懐
中
電
灯
、
タ
オ
ル　

h
申
込
要

m
t
②
11
月
15
日
正
午
か
ら
青
少
年
協
会
☎

874
・
5
1
6
5

大
東
商
工
会
議
所
の
催
し

不
況
で
も
勝
て
る
「
物
の
見
方
・
考
え
方
」

〜
東
大
阪
の
町
工
場
か
ら
世
界
進
出
を
果
た

し
た
経
営
者
が
語
る
〜

Z
11
月
7
日
㈪
午
後
6
時
〜
8
時
30
分
（
午

後
7
時
40
分
か
ら
親
睦
会
）　

s
市
民
会
館　

0
（
親
睦
会
参
加
は
千
円
）　

K
株
式
会
社

タ
カ
コ
取
締
役
相
談
役
・
石
崎
義
公
さ
ん　

S
先
着
60
人

エ
ク
セ
ル
講
習
会

Z
11
月
8
日
㈫
・
9
日
㈬
午
後
1
時
〜
5
時　

s
大
東
商
工
会
議
所　

n
エ
ク
セ
ル
の
便
利

な
使
い
方
か
ら
、
色
々
な
関
数
の
使
い
方
や

複
合
グ
ラ
フ
な
ど
を
学
ぶ
。
初
心
者
可　

K

株
式
会
社
イ
ン
グ
専
属
講
師　

S
各
日
先
着

15
人　

¥
各
2
千
円

個
人
事
業
所
対
象　

弥
生
会
計
セ
ミ
ナ
ー

Z
11
月
14
日
㈪
午
後
1
時
〜
5
時　

s
ア
ク

ロ
ス　

n
パ
ソ
コ
ン
で
確
定
申
告
を
し
て
み

た
い
と
い
う
方
、
弥
生
会
計
を
使
っ
て
い
る

▼▼▼

催　

し

　

当
初
、
大
和
川
は
北
西
に
流
れ
て
い

ま
し
た
が
、
宝ほ
う

永え
い

元
年
（
1
7
0
4
）

の
大
和
川
付
け
替
え
に
よ
り
、
各
地
で

新
田
開
発
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

市
域
で
も
深
野
池
な
ど
が
そ
の
対
象
と

な
り
ま
し
た
。

　

市
域
で
の
新
田
開
発
は
、
付
替
え
前

に
も
明め
い
れ
き暦

元
年
（
1
6
5
5
）
に
八は

っ

箇か

村む
ら

新
田
、
元げ
ん
ろ
く禄

11
年
か
ら
15
年
（
1
6

9
8
〜
1
7
0
2
）
に
か
け
て
尼
崎
新

田
な
ど
が
開
発
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

付
け
替
え
後
は
東
本
願
寺
難
波
別
院
が
、

深
野
池
を
宝
永
2
年
（
1
7
0
5
）
か

ら
正し
ょ
う
と
く徳

3
年
（
1
7
1
3
）
の
9
年
を

か
け
て
開
発
し
、
そ
の
開
発
規
模
は
約

3.2
平
方
㌖
で
市
域
の
約
17
％
に
も
及
び

ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
深
野
新
田
・
深
野
南
新

田
な
ど
の
多
く
の
新
田
が
誕
生
し
ま
し

た
が
、
こ
れ
ら
の
新
田
経
営
の
出
先
機

関
と
し
て
会
所
と
呼
ば
れ
る
建
物
が
設

置
さ
れ
、
そ
の
一
つ
に
深
野
南
新
田
・

河
内
屋
南
新
田
を
管
理
・
運
営
し
て
い

た
平
野
屋
新
田
会
所
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
野
屋
新
田
会
所
は
、
深
野
南
新
田

が
正
徳
5
年
（
1
7
1
5
）、
河
内
屋

南
新
田
が
享き
ょ
う
ほ
う保

6
年
（
1
7
2
1
）
に

平
野
屋
又ま
た

右え

も

ん
衛
門
に
譲
渡
さ
れ
た
際
に

設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
敷
地
に
は

船
着
場
や
千
石
蔵
（
米
を
納
め
た
蔵
）

な
ど
の
ほ
か
、
広
い
土
間
や
居
室
、
書

院
な
ど
か
ら
な
る
母
屋
、
さ
ら
に
瓢ひ
ょ
う
た
ん箪

形
の
池
を
持
つ
庭
園
な
ど
も
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
享
保
13
年
（
1
7
2
8
）

に
大
坂
市
中
よ
り
勧か
ん
じ
ょ
う請
さ
れ
た
坐ざ

摩ま

神

社
は
、
現
在
で
は
地
域
の
氏
神
と
し
て

鎮ち
ん

座ざ

し
て
い
ま
す
。

　

市
域
お
よ
び
周
辺
に
は
平
野
屋
新
田

会
所
の
ほ
か
、
深
野
新
田
会
所
、
毛め
ん

受じ
ゅ

会
所
、
東
大
阪
市
域
の
鴻
池
新
田
会
所

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
鴻

池
新
田
会
所
が
現
存
す
る
唯
一
の
も
の

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
教
育
委

員
会
で
は
後
世
に
も
江
戸
時
代
に
お
け

る
市
域
の
開
発
の
歴
史
を
伝
え
て
い
く

た
め
、
平
野
屋
新
田
会
所
跡
の
特
徴
的

な
建
物
で
あ
る
千
石
蔵
跡
、
道
具
蔵
跡
、

ま
た
船
着
場
跡
に
つ
い
て
保
存
を
図
り
、

広
く
活
用
・
公
開
し
て
い
く
こ
と
を
計

画
し
て
い
ま
す
。 

（
生
涯
学
習
課
）

第 25話
大
東
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
に
見
る
地
域
遺
産
⑫

「
開
発
の　

歴
史
を
語
る　会

所
跡
」

保存・活用される千石蔵跡・道具蔵跡・
船着場跡
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